
 

12月定例月議会始まる 
 

 根室市議会 12月定例月議会が、16日から 19日までの日程で始まりました。今週の市議

団ニュースでは、16日に行われた党議員団 2人の一般質問の主な内容をご紹介します。 
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本
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鈴
木
一
彦
議
員
の
一
般
質
問 

 

一
．
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て 

 

高
市
政
権
は
、
総
合
経
済

対
策
を
閣
議
決
定
し
、
そ
の

財
源
の
裏
付
け
と
な
る
補
正

予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
鈴

木
議
員
は
、
経
済
対
策
の
第

１
の
柱
と
な
る
物
価
高
対
策

に
つ
い
て
、
一
時
し
の
ぎ
に

過
ぎ
な
い
と
指
摘
。
そ
の
上

で
、
根
室
市
の
物
価
高
騰
対

策
を
市
長
に
問
い
ま
し
た
。 

 

石
垣
市
長
は
、
根
室
市
の

対
策
と
し
て
、
国
の
対
策
に

先
ん
じ
て
家
事
用
、
事
業
者

用
の
水
道
基
本
料
金
の
来
年

１ 

１
～
３
月
分
の
免
除
、
ま
た
、

６５
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
の

約
２
７
０
０
世
帯
、
施
設
入
所

者
約
５
０
０
人
に
福
祉
灯
油

購
入
費
の
給
付
を
行
う
と
答

弁
。
さ
ら
に
、
第
二
弾
の
対
策

※
も
検
討
し
て
い
る
と
答
え

ま
し
た
。
（
※
物
価
高
対
応
子

育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
＝

こ
ど
も
一
人
当
た
り
一
律
２

万
円
） 

 

二
．
「
北
方
領
土
返
還
要
求
中

央
ア
ピ
ー
ル
行
動
」
に
つ
い
て 

 

今
回
で
１８
回
目
と
な
っ
た

ア
ピ
ー
ル
行
進
で
す
が
、
鈴
木

議
員
は
、
「
日
本
の
中
心
で
あ

る
東
京
に
お
い
て
、
北
方
領
土

問
題
に
対
す
る
国
民
世
論
の

喚
起
高
揚
を
図
る
こ
と
」
と
い

う
目
的
に
照
ら
し
て
、
達
成
度

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
、
市
長
の
見
解
を
求
め

ま
し
た
。 

 

市
長
は
、
返
還
要
求
運
動
に

対
す
る
国
民
世
論
の
さ
ら
な

る
高
揚
に
繋
が
っ
て
い
る
と

の 
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の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
鈴
木
議
員

は
、
行
進
中
に
周
囲
の
人
々

の
表
情
や
反
応
を
見
る
な
ら

ば
、
目
標
達
成
に
は
ま
だ
遠

い
と
感
じ
る
と
述
べ
た
う
え

で
、
行
進
の
時
間
帯
、
コ
ー

ス
な
ど
を
含
め
、
よ
り
効
果

的
な
方
法
・
手
段
の
検
討
を

求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
本
年
５
月
に
行
わ

れ
た
議
会
報
告
会
で
、
参
加

者
か
ら
ア
ピ
ー
ル
行
進
に
つ

い
て
「
中
央
の
報
道
機
関
に

取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
」
と
の
旨
の
発
言
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
鈴
木
議
員

は
、
今
回
、
主
催
者
と
し
て

報
道
機
関
に
対
し
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
の

か
、
ま
た
、
そ
の
効
果
（
報

道
の
実
態
）
に
つ
い
て
、
市

長
に
問
い
ま
し
た
。 

 

市
長
は
、
報
道
機
関
に
取

り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

る
効
果
を
認
め
た
う
え
で
、

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

報
道
へ
の
周
知
・
協
力
依
頼

等
に
努
め
た
と
答
弁
し
ま
し

た
。 ま

た
、
実
際
の
報
道
に
つ

い
て
は
、
ネ
ッ
ト
記
事
を
含

め
、
複
数
紙
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

橋
本
竜
一
議
員
の
一
般
質
問 

 

一
．
地
域
共
生
社
会
に
つ
い

て （
一
）
高
齢
化
・
人
口
減
少

社
会
に
お
け
る
地
域
を
支
え

る
担
い
手
に
つ
い
て 

 

地
域
の
担
い
手
不
足
が
深

刻
な
課
題
と
な
る
中
、
８５
歳

以
上
の
人
口
は
増
加
し
、
こ

れ
ま
で
町
会
活
動
な
ど
様
々

な
地
域
活
動
の
中
心
で
あ
っ

た
６０
代
か
ら
７０
代
の
担
い

手
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
橋

本
議
員
は
、
こ
の
課
題
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
問
い
ま

し
た
。 

 

市
長
は
、
地
域
全
体
で
支

え
あ
う
仕
組
み
の
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
た
う
え
で
、
今
後
、
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

充
実
と
促
進
に
努
め
、
認
知 

症
カ
フ
ェ
や
高
齢
者
サ
ロ
ン

な
ど
の
「
居
場
所
づ
く
り
」

を
拡
大
し
、
地
域
全
体
で
支

え
あ
う
仕
組
み
を
推
進
し
て

い
く
と
答
え
ま
し
た
。 

 

橋
本
議
員
は
ま
た
、（
二
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
状

況
や
（
三
）
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
（
本
人
・
家
族
の
ニ
ー
ズ

と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中

心
と
し
た
支
援
を
繋
ぐ
仕
組

み
）
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

い
手
不
足
の
現
状
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。 

（
四
）
身
寄
り
の
な
い
方
の

死
後
事
務
等
に
つ
い
て 

 

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
人

と
の
繋
が
り
を
希
薄
化
さ

せ
、
自
身
が
亡
く
な
っ
た
後

の
対
応
を
心
配
す
る
声
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
橋
本
議
員

は
市
内
で
の
身
寄
り
の
な
い

方
へ
の
対
応
の
実
情
と
、
増

加
が
想
定
さ
れ
る
こ
う
し
た

ケ
ー
ス
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
、
市
長
の
見
解
を
問

い
ま
し
た
。
市
長
は
、
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
や
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

身
寄
り
の
な
い
方
々
に
向
け

た
有
効
な
周
知
方
法
や
相
談

体
制
等
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
答
え
ま
し
た
。 

 


